
嘩

今
か
ら

年
以
上
前
、
こ
の

２００

地
域
は
荒
れ
た
野
原
が
広
が
る

や
せ
た
土
地
で
し
た
。
た
め
池

に
依
存
す
る
農
民
ら
の
、
水
不

足
の
苦
境
を
救
う
た
め
用
水
計

画
を
立
て
た
の
が
、
和
泉
村（
現
和
泉
町
）の
都
築
弥
厚
で

や
こ
う

す
。
代
官
を
務
め
て
い
た
弥
厚
は
、
高
棚
村（
現
高
棚
町
）

の
数
学
者
・
石
川
喜
平
の
協
力
を
得
て
測
量
を
始
め
ま
し

き
へ
い

た
が
、
水
害
を
招
く
で
あ
ろ
う
と
の
誤
解
か
ら
農
民
ら
の

強
い
妨
害
に
あ
い
ま
し
た
。
夜
中
に
密
か
に
続
け
ら
れ
た

測
量
は
５
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
ま
し
た
が
、
天
保
４

（
１
８
３
３
）年
弥
厚
は
病
死
。
計
画
は
挫
折
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
に
入
っ
て
用
水
計
画
は
石
井
町
の
岡
本

兵
松
、
豊
田
の
伊
予
田
与
八
郎
ら
に
よ
り
引
き
継
が
れ
ま

い

よ

だ

よ
は
ち
ろ
う

す
。
2
人
は
協
力
し
て
地
元
農
民
の

説
得
・
工
事
費
の
調
達
に
奔
走
。
明

治
（
１
８
８
０
）年
、
つ
い
に
明
治

１３
用
水
が
完
成
し
ま
し
た
。

呼ばれるほどの発展を遂げてきました。
私達のくらしを支える明治用水について紹
介します。

都
築
弥
厚

明治用水の開削により安城を中心とした碧海郡の農地は増え続け、明治
４０（１９０７）年には８０００haを超す一大穀倉地帯となりました。大正末期から昭
和初期にかけて、その豊富な水資源や多角形農業（米作を中心に養鶏・養蚕・
果樹栽培等、多方面にわたる農業のあり方）が「日本デンマーク」と呼ばれるほ
ど全国から賞賛を集めました。
現在は、明治用水の施設を使い、農業用水を中心に工業用水や一部の水道

水に利用されています。明治用水の水を利用している農地が一番多いのは安
城市で全体の約６割を占めており、私たちのまちが、いかに明治用水の恩恵
を受けているかがわかります（右グラフ）。
現在、用水路は８５％がパイプライン化

され、農地への効率的な配水が行われて
いる他、水路を地下に埋めたことで、そ
の上部の土地は自転車道や遊歩道等に整
備され、市民のくらしを様々な面で支え
ています。

安城の発展

「
一
朝
に
し
て
十
万
石
以
上
の

大
名
の
土
地
の
所
有
に
等
し

き
利
益
を
得
る
」

都
築
弥
厚

明
治
用
水
を
利
用
し
て
い
る
農
地
面
積

の
市
別
割
合（
平
成

年
４
月
）

３１

《
資
料
：
明
治
用
水
土
地
改
良
区
》

明
治
用
水
を
計
画

明
治
用
水
の
完
工
は
、
時
の
内
務

卿
・
松
方
正
義
が
こ
う
称
賛
す
る
ほ

ど
の
歴
史
的
大
事
業
で
し
た
。

日本デンマーク

用用水が引かれる前は「はねつるべ」用水が引かれる前は「はねつるべ」等等
を用いて低い川から水を引いていを用いて低い川から水を引いていたた

飼
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今年は、明治用水が矢作川から取水を始め
て１４０年の節目の年。やせ地だった碧海台
地は、明治用水により「日本デンマーク」と

過

人
間
の
血
管
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
約

に
わ
た
る
水
路
。
明
治
用
水
土
地
改
良
区

（
大
東
町
）が
そ
の
配
水
業
務
や
水
利
施
設
等
の

維
持
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
用
水
の
水
を
将
来
に
わ
た
り
守

っ
て
い
く
た
め
に
、
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る

の
が
水
源
か
ん
養
林
事
業
や
啓
発
活
動
で
す
。

水
源
で
あ
る
矢
作
川
の
上
流
約

の
森
林
を
、

５４３
ha

洪
水
を
防
い
だ
り
水
を
蓄
え
た
り
す
る「
水
源

か
ん
養
林
」と
し
て
育
成
。「
水
の
か

ん
き
ょ
う
学
習
館
」（
大
東
町
）で
は
、

子
ど
も
達
に
明
治
用
水
の
歴
史
や
水

源
か
ん
養
林
の
は
た
ら
き
、
水
利
施

設
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
伝
え
る
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

明
治
用
水

「安城星と水の物語」

安城を潤す豊かな水。その水源をたどる旅は、安城からやがて地球を飛
うるお

び出し広大な宇宙空間へ。時は遡り、明治用水の
さかのぼ

礎をきずいた郷土の偉人
いしずえ

たちの記憶へ。そこには都築弥厚や石川喜平らの姿があった―。
最新設備を備え、見応えが増したプラネタリウムへぜひお越しください。
●９・１０月の投映日 ９月１５日掌・２９日掌、１０月６日掌・１３日掌・２０日掌

午後３時～４時（３０分の星空解説後、番組の投映）
●観覧料 大人３００円、小中学生１００円、幼児５０円

～安城の豊かな水の起源に迫る～
安城市文化センター

「
水
を
使
う
者
は

自
ら
水
を
つ
く
れ
」

こ
の
理
念
の
元
、
１
世
紀
に
わ
た

り
行
わ
れ
て
い
る
明
治
用
水
の
水
を

守
る
取
組
み
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

達
へ
と
、
今
後
も
引
き
継
が
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平平成成２２６６年年、、当時の皇太子ご夫当時の皇太子ご夫妻妻が水のが水の
かんきょう学習館をご訪問されましかんきょう学習館をご訪問されましたた

明治用水と頭首工（豊田市水源町明治用水と頭首工（豊田市水源町））水のかんきょう学習水のかんきょう学習館館

特 集

平平平成成２２８８年に世界かんがい施設遺産に登録されまし年に世界かんがい施設遺産に登録されましたた

地
域
の
財
産
を
後
世
に

プラネタリウム

飼

■問 ▼土地改良事業室／緯〈７１〉２２３６）

広報あんじょう 2019.9.15貨

㎞
３９０


